Neither “Guei” nor “Shen”: Legends of Mosina in Taiwan by 伊藤  龍平
「鬼」でもなく「神」でもなく─―台湾の「モシナ
」伝承










































































 5 「渓頭妖怪村」は、台湾中部の南投県にあるテーマパーク。2011 年にオープンした。「妖怪」
を使った地域振興は、日本ではしばしば例があるが（鳥取県境港市、岩手県遠野市、福島県
二本松市、徳島県三好市など）、海外での例は珍しく、興味深い。










































 10 池田敏雄（「牽牛子」名義）の記事は、『民俗臺灣』4巻 3号（1944 年）の「點心」の欄にある。
なお、原文では案内人が内地人（日本人）か本島人（台湾人）かは記されていないが、文脈
から、台湾人であると判断した。








































































































































































































































































































































































 32 香川雅信『江戸の妖怪革命』河出書房新社、2005 年。











































 37 王家祥の小説『魔神仔』（玉山社、2002 年）など。
図　台湾漫画　奕辰著『芒神』表紙
（台湾国際角川書店、2013 年）
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なかった。
　おそらく現代の台湾は、妖怪革命の前夜なのではないだろうか。夜明けの後、モ
シナ像がどのように転換していくのか、それが台湾における妖怪研究にどのような
航跡を残すのか、興味は尽きない。
